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住𠮷歴史資料館ご案内
　再発見！ 菟原住　、 昔を未来へ  がコピーです。

　開館の目的は、「住𠮷に住む人々が郷土を理解し、それを子供達に伝え、子供達も郷土に誇りを持ち、ずっと住
み続けたいと思うような町にしたい。住𠮷歴史資料館は文化・歴史的の面からそれをお手伝いする。」ことです。
　
　そのため、以下を行います。
1．本住𠮷神社横田宮司家に伝わる古文書の整理。
　   関係文書、記念物、言い伝えの収集。
2．展示物のメンテ。
　  展示室、座敷を使用しての各種展示の企画。
3．やさしい、楽しいイベントを企画して
　   みんなの地域への理解を深める。
4．「住𠮷歴史資料館だより」を通しての広報。
　   成果の発表。

お願い
広くみなさまからの情報、資料のご提供をお願い致します。
　
１． 各町協議会の古い記録類、書類。旧青年団、警防団の旗  など。
２． 各お家に伝わる古い書類、絵図、古文書  など。
３． 各お家に残っている、農耕具、或いは、馬や牛が牽引する荷車（いわゆる“馬力”）の道具類などの労働具。
４． 古い写真（近所、町内、住𠮷村、武庫郡、神戸  など)、小学校の卒業アルバム、卒業証書。
５． 災害時の記録や写真。（阪神大水害、阪神大震災、昭和42年水害  など）
６． 戦時中ののぼり、腕章、たすき、或いはバッジ、記念品など。
７． だんじり、住𠮷祭の写真。（渡御、宮入、宮出し  など）
　
　これは一例です。どんなものでも捨てる前に資料館に相談して下さい。貴重な発見があるかも知れません。寄託
（資料館でお預かりする）、寄贈（資料館に頂く）等、適切な処置を行います。文化財であるとともに個人情報と
しても適切に取り扱います。
　また、長年住𠮷に住んでこられた方々に気軽にむかし話をしていただくことも考えています。ああ、あの人なら、
住𠮷のこと“よお知ってはる”、という方をご紹介下さい。

さい　はっ　けん う　  はら　すみ　よし むかし　　　み　 らい

編集後記
　東日本大震災の復興は被災者の我慢、努力で、やっと軌道に乗りかけておりますが、ここ住吉においても各学校では、
子供たちに防災教育をして、いざというときに備えようと尽力願っています。住吉歴史資料館はそのお手伝いをと考え、
今年は、阪神淡路大震災と住吉」を10月28日の恒例お茶会のイベントに取り上げました。
　住吉は、その町のなかを流れる水路の水、また、住吉学園という核があったおかげで、他の所とは違った、復興の足取
りを行ったことがわかって来ています。
　専門委員の木村先生には、摩耶山と住吉の深い関係につき明らかにして頂きました。住吉を起点に参拝や登山の人
たちが行き来したことがわかります。
　事業推進委員会では、例年の住吉祭でだんじりが巡行する住吉の江戸時代末の風景につき想像しました。だんじり
が似合う美しい村の風景であったと思われます。
　渦ヶ森小学校では、住吉川を総合的にとらえることで地元につき学習できないかと工夫をしておられます。夏休みを利
用して、住吉川にたくさん展開していた水車につき、その跡地を見学するお手伝いをしました。
　住吉歴史資料館は、このような活動を通して、住吉のことを皆さまにお伝えし、住吉を知って頂き、よい街、よいふるさと
と思ってもらえるようにと念じております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （M.U.記）
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思
っ
て
い
る
。

　

資
料
館
が
持
つ
資
料
や
写
真
を
利
用
し
、

阪
神
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
、
住
吉
の
状

況
・
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
ま
と

め
る
べ
く
、
聞
き
取
り
調
査
も
始
め
て
い

る
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
く
中
で
、
住
吉
地
区
の
立
地
を

活
か
し
た
や
り
方
で
住
吉
の
人
た
ち
が
復

興
に
努
力
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
。

従
来
、
神
戸
市
や
東
灘
区
が
ま
と
め
て
い

る
復
興
の
記
録
に
は
表
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
住
吉
の
住
宅
街
を
い
く
筋
か

流
れ
て
い
る
水
路
を
う
ま
く
利
用
し
生
活

用
水
に
活
用
し
た
こ
と
、
例
え
ば
、
住
吉

中
学
の
避
難
所
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
に
利

用
で
き
大
変
助
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。

　

阿
弥
陀
寺
で
は
境
内
を
近
隣
住
民
に
開

放
し
て
頂
き
、
た
だ
ち
に
避
難
所
と
な
っ

　

平
成
24
年
10
月
28
日
の
恒
例
お
茶
会
で

は
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
阪
神
淡

路
大
震
災
と
住
吉
」
展
を
お
こ
な
っ
た
。

　

昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
、

改
め
て
防
災
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
各
学

校
に
お
い
て
も
防
災
教
育
、
防
災
訓
練
が

再
認
識
さ
れ
て
来
て
い
る
。
当
資
料
館
は
、

昨
年
の
お
茶
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
「
防

災
と
私
た
ち
」
展
を
開
催
。
昭
和
13
年

（
１
９
３
８
）
の
阪
神
大
水
害
の
教
訓
を

子
供
た
ち
と
と
も
に
考
え
た
。
こ
れ
に
は

国
土
交
通
省
六
甲
砂
防
事
務
所
の
協
力
を

得
て
、
貴
重
な
写
真
等
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
参

加
し
た
子
供
た
ち
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

後
に
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
震
災
を
体
験

し
て
い
な
い
。

　

今
、
各
学
校
が
行
っ
て
い
る
防
災
の
活

動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
今
年
度

は
、
阪
神
大
震
災
を
取
り
上
げ
、
防
災
の

こ
と
を
子
供
た
ち
と
共
に
考
え
た
い
と

防
災
活
動
と
資
料
館
の
お
手
伝
い

住𠮷歴史資料館だより住𠮷歴史資料館だより
すみ　　　　よし　　　　れき　　　　  し　　　　　し　　　　りょう  　　　かんすみ　　　　よし　　　　れき　　　　  し　　　　　し　　　　りょう  　　　かん

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員
会

平成24年（2012）11月15日発行平成24年（2012）11月15日発行

御旅所、御旅公園より秋の六甲連山をのぞむ
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江
戸
時
代
の
お

祭
の
様
子
を
さ
ぐ

る
第
２
回
目
で

す
。

　

江
戸
時
代
の

末
、
安
政
二
年
六

月
晦
日
吉
日
の
住

吉
祭
の
古
文
書
で

あ
る
、
「
御
輿
御

幸
記
録
」
後
半
に

記
載
の
、
「
定
」

に
あ
る
「
宮
入
順

番
」
、「
宮
よ
り

地
元
へ
引
き
取
る

順
番
」
、
「
浜
行

き
順
番
」
、
並
び

に
、
「
浜
よ
り
引

取
る
順
番
」
は
、

参
加
「
楽
車
」（
お
そ
ら
く
〝
だ
ん
じ
り
〞

か
と
思
わ
れ
ま
す
）
の
巡
行
場
面
、
並
び

に
巡
行
時
の
位
置
順
序
を
記
載
し
て
く
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
よ
り
、
祭
礼
当
日
の
住

吉
、
庄
内
の
「
楽
車
」
の
動
き
を
あ
る
程

度
推
定
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
御
輿
御
幸
記
録
」
の
安
政
二
年
六
月
晦

日
吉
日
は
太
陰
暦
六
月
三
十
日
。
現
在
の

太
陽
暦
と
西
暦
に
置
き
換
え
る
と
一
八
五

五
年
八
月
十
二
日
と
な
り
ま
す
。
一
五
七

年
前
の
暑
い
盛
り
の
「
夏
越
の
ま
つ
り
」

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

住
吉
村
、
並
び
に
、
庄
内
氏
子
で
あ
る

野
寄
村
、
岡
本
村
、
田
中
村
、
横
屋
村
、

魚
崎
村
、
そ
し
て
西
青
木
村
の
「
楽
車 

」

は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

た
。
こ
こ
で
は
、
お
寺
の
理
解
の
下
、
西

地
区
協
議
会
や
青
年
団
の
人
た
ち
が
、
避

難
所
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
は
平
素

か
ら
普
通
の
近
所
付
き
合
い
を
し
て
い
た

現
わ
れ
で
あ
る
。

　

連
携
の
と
れ
た
、
気
心
の
し
れ
た
人
た

ち
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
手
足
と
な
っ
て
働

い
た
こ
と
で
、
寄
り
合
い
所
帯
の
避
難
所

の
不
満
、
ス
ト
レ
ス
が
う
ま
く
解
消
さ
れ

つ
つ
立
ち
直
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら

る
。

　

上
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
と
も
、
住
吉
学
園

を
中
心
に
し
た
住
吉
各
地
区
の
協
議
会
や

各
団
体
が
日
ご
ろ
か
ら
地
道
に
活
動
を
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
行
動
で
あ
る
。
地
区

の
人
た
ち
が
機
転
を
き
か
し
、
町
内
を
流

れ
る
水
路
の
付
け
替
え
を
し
て
住
吉
中
学

に
水
を
誘
導
で
き
た
こ
と
や
、
若
い
こ
ろ

か
ら
の
青
年
団
活
動
を
経
て
協
議
会
の
役

員
に
な
り
地
域
住
民
の
世
話
を
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
出
来
る
臨
機
応
変
の
措
置
が
と

れ
た
こ
と
、
或
い
は
、
五
月
の
本
住
吉
神

社
例
大
祭
で
は
だ
ん
じ
り
を
引
く
若
い
衆

た
ち
に
大
量
の
に
ぎ
り
め
し
を
炊
き
出
し

し
た
婦
人
会
の
女
性
た
ち
の
経
験
も
生
か

さ
れ
た
。

　

震
災
の
聞
き
取
り
調
査
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
が
、
引
き
続
き
住
吉
全
体
の
こ
と

を
つ
か
む
よ
う
に
努
め
、
貴
重
な
資
料
と

し
て
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

馬場先の現況、御旅筋ほぼダイエーの前

馬場先御旅筋明治中期（１９００年頃）

大
名
行
列
や
、
幕
府
や
諸
藩
の
使
者
、
公

用
飛
脚
便
な
ど
が
通
り
、
身
分
制
度
の
厳

し
か
っ
た
江
戸
時
代
で
は
商
人
な
ど
の
民

間
人
は
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
気
楽

な
浜
街
道
を
利
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

住
吉
川
に
は
、
橋
が
架
か
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
官
道
で
あ
る
西
国
街
道
本

街
道
に
は
、
架
橋
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
年
の
太
田
蜀
山

人
の
「
江
戸
長
崎
道
中
記
」
の
記
述
で
は
、

「
住
吉
川
と
い
う
や
や
大
き
い
川
が
あ
り
板

橋
が
架
か
っ
て
い
た
が
歩
い
て
わ
た
っ

た
。」
と
あ
り
ま
す
。（
横
田
宮
司
著
「
本

住
吉
神
社
紀
」
よ
り
）

　

東
西
の
幹
線
道
路
を
見
て
み
る
と
、
西

国
街
道
本
道
が
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
国

道
２
号
線
に
あ
た
り
ま
す
。
本
住
吉
神
社

の
鳥
居
前
の
歩
道
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
西
国
街
道
の
バ
イ
パ
ス

の
浜
街
道
。
こ
れ
は
現
在
の
ほ
ぼ
国
道
43

号
線
に
あ
た
り
ま
す
。
呉
田
会
館
の
北
側

を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

南
北
に
は
、
住
吉
村
の
「
車
道
筋
」
と

い
う
、
現
在
の
お
旅
筋
か
ら
有
馬
道
に
か

け
て
の
み
ち
。
上
で
言
う
「
ご
ろ
た
道
」

で
す
。
庄
内
の
本
山
、魚
崎
、本
庄
で
は
、「
と

と
や
道
」
な
ど
で
し
ょ
う
。

　

西
国
街
道
本
道
は
、
い
わ
ば
、
官
道
。

フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
な
く
、
石
で
で
こ
ぼ
こ

し
た
、
牛
馬
の
荷
車
が
通
る
、
い
わ
ゆ
る
、

「
ご
ろ
た
道
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
道
が
、
宮
入
り
す
る
楽
車
が
ず
ら
っ

と
並
ぶ
住
吉
祭
の
メ
イ
ン
の
道
路
と
な
り

ま
す
。

　

一
方
、
住
吉
村
並
び
に
庄
内
本
山
、
魚
崎
、

本
庄
の
道
路
が
ど
の
よ
う
に
通
じ
て
い
た

か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

幹
線
道
路
と
し
て
は
、
東
西
に
二
本
。

南
北
に
は
、住
吉
村
で
は
一
本
。
庄
内
で
も
、

一
本
か
二
本
で
、
こ
れ
ら
の
道
以
外
は
道

と
は
名
ば
か
り
の
あ
ぜ
道
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、
江
戸
時
代
末
期
の
安
政
二

年
の
時
点
で
は
農
村
漁
村
で
あ
っ
た
住
吉

村
並
び
に
、
魚
崎
村
、
西
青
木
村
、
横
屋
村
、

田
中
村
、
岡
本
村
、
そ
し
て
野
寄
村
の
道

路
事
情
や
、
社
会
的
な
制
約
を
ま
ず
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、当
時
の
「
楽
車
」

の
巡
行
や
そ
の
ル
ー
ト
を
考
え
る
場
合
、

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
次
回
第
３
回
目
で
、「
楽
車
」

の
動
き
を
追
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
道
路
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
整

備
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

明
治
時
代
中
期
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
の
馬
場

先
の
写
真
（
２
ペ
ー
ジ
。
本
住
吉
神
社
宮

司
横
田
先
生
保
有
、
今
の
ダ
イ
エ
ー
前
の

御
旅
筋
。）
を
見
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん
ア
ス

住
吉
の
風
景
|
た
ん
じ
り
が
似
合
う
ま
ち内

田
雅
夫

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員

宮入後の境内明治３０年（１９００年頃）

神社鳥居前西国街道相撲松を東から現況

神社鳥居前西国街道相撲松を
東から１９１０年代大正13年以前

住吉川水系図明治18年（１８８５年）陸地測量部

鳥居前相撲松現況

表鳥居前相撲松
大正１３年以前

空区有馬道1969年頃

空区有馬道現況

　
　
　
　
　
　
　
　

  

み 

こ
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ゆ
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く

な  
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し
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だ
め
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左
の
古
い
絵
図
を
見
ま
す
と
、今
の
国
道

住
吉
橋
の
上
、Ｊ
Ｒ
よ
り
南
側
に
西
国
街
道

の
橋
が
架
か
っ
て
い
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
浜
街
道
に
は
橋
が
か
か
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
43
号
線
が
開
通
す
る

ま
で
、
相
生
橋
、
明
治
橋
、
島
崎
橋
な
ど

が
住
吉
川
下
流
に
は
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
で
も
西
国
街
道
本
道
の
よ
う

に
浜
街
道
に
も
板
橋
が
架
か
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
橋
は
あ
っ
た
に
違

い
な
い
で
す
が
、
重
い
車
の
通
行
に
耐
え

う
る
堅
牢
な
橋
は
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

尚
、
本
住
吉
神
社
か
ら
南
の
道
へ
伸
び

る
「
御
旅
筋
」
は
、
松
並
木
で
、
横
に
き

れ
い
な
水
路
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸

時
代
、
こ
の
道
は
元
々
神
社
の
敷
地
で
馬

場
で
し
た
。
現
在
で
は
五
月
の
祭
礼
宮
入

り
前
に
だ
ん
じ
り
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
道
で

す
。
昔
は
、
今
の
ダ
イ
エ
ー
の
場
所
に
、

大
海
神
社
（
楫
取
明
神
）
（
ダ
イ
カ
イ
神

社
或
い
は
オ
オ
ワ
タ
ツ
ミ
神
社
、
カ
ジ
ト

リ
明
神
と
読
み
ま
す
）
が
ま
つ
っ
て
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
大
事
な
点
で
憶
え
て
お

い
て
下
さ
い
。
２
ペ
ー
ジ
の
馬
場
先
の
写

真
は
、
大
海
神
社
の
池
の
水
が
獺
川
に
流

れ
込
む
様
子
が
映
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど

出
て
き
た
水
路
が
、
こ
の
獺
川
で
す
。

住
吉
の
夕
日
は
、
こ
と
の
ほ
か
美
し
く
、

明
治
大
正
時
代
の
灘
八
景
名
所
で
も
「
住

吉
の
夕
照
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
の
夏
越
の
祭
は
、
こ
れ
に
加

え
て
楽
車
の
行
列
が
通
り
、
き
っ
と
夢
の

よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

六
月
三
十
日
の
夏
越
祭
で
、
住
吉
や
庄

内
の
村
々
で
は
夏
が
終
わ
り
秋
。
い
よ
い

よ
お
盆
七
月
十
五
日
の
準
備
に
入
り
ま
す
。

す
べ
て
旧
暦
で
の
話
で
す
。
今
の
七
月
末

か
ら
八
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
す
。

　

以
上
で
、
住
吉
村
や
庄
内
氏
子
地
域
の

野
寄
村
、
岡
本
村
、
田
中
村
、
横
屋
村
、

魚
崎
村
、
西
青
木
村
の
事
情
を
ざ
っ
と
見

て
き
ま
し
た
。
次
の
第
３
回
で
は
、
い
よ

い
よ
、
楽
車
の
動
き
を
追
っ
て
見
た
い
と

思
い
ま
す
。

入
っ
て
く
る
の
は
、
西
国
街
道
本
道
は
通

ら
ず
、
魚
崎
村
西
は
ず
れ
に
集
合
し
、
浜

街
道
を
通
り
、
島
崎
橋
を
渡
っ
て
来
る

ル
ー
ト
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

庄
内
の
楽
車
は
住
吉
川
を
渡
り
、
呉
田

の
お
旅
所
に
集
合
し
て
来
ま
す
。
一
方
、

住
吉
村
の
楽
車
は
御
旅
所
で
庄
内
の
楽
車

の
到
着
を
ま
ち
、
「
宮
入
順
番
」
に
従
い
、

動
き
出
し
ま
す
。

　

青
々
と
し
た
田
園
の
な
か
、
美
し
い
松

並
木
と
獺
川
の
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
水
に

沿
い
本
住
吉
神
社
の
鳥
居
に
向
け
馬
場
先

お
旅
筋
を
北
上
し
ま
す
。

　

午
後
五
時
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
六
月
三

十
日
は
太
陽
暦
の
八
月
十
二
日
、
夏
の
夕

日
が
六
甲
摩
耶
の
山
々
に
落
ち
か
け
る

も
っ
と
も
美
し
い
と
き
で
す
。
そ
の
な
か

を
カ
ネ
や
太
鼓
で
は
や
し
な
が
ら
き
れ
い

に
飾
ら
れ
た
楽
車
が
上
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

住
吉
川
の
本
流
か
ら
、
山
田
区
の
あ
た

り
で
取
り
込
ま
れ
て
、
灌
漑
以
外
に
は
水

車
を
回
し
た
り
、
生
活
用
水
と
し
て
使
用

さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

住
吉
川
の
き
れ
い
な
、
き
れ
い
な
水
で
、

山
田
区
、
空
区
、
そ
れ
に
本
住
吉
神
社
の

境
内
、
ご
本
殿
の
西
、
今
の
資
料
館
の
門

柱
の
前
の
あ
た
り
、
そ
し
て
、
お
旅
筋
の

東
側
、
さ
ら
に
、
住
吉
小
学
校
の
南
側
に

も
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
、
呉
田
区
を
通
り
、

海
に
注
い
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
地
下
に

埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
2
ペ
ー

ジ
の
水
系
図
を
見
て
下
さ
い
。

　

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
、
本
住
吉
神
社
の

御
旅
所
は
、
今
の
場
所
で
な
く
、
現
在
の

呉
田
会
館
の
南
、
介
護
施
設
の
あ
る
場
所

に
あ
り
ま
し
た
。
御
旅
所
は
、
住
吉
村
各

町
や
庄
内
各
村
の
各
「
楽
車
」
の
集
合
、

解
散
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
地
点
で

す
。
憶
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
楽
車
」
が
現
在
の
「
だ
ん
じ
り
」
に

近
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
ん
な
に

大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
、
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
道
路
と
住
吉
川
の

橋
の
事
情
か
ら
の
推
定
で
す
。

　

ま
た
、
庄
内
の
野
寄
、
岡
本
、
田
中
、

横
屋
、
西
青
木
、
魚
崎
の
「
楽
車
」
が
本

住
吉
神
社
に
宮
入
の
た
め
に
住
吉
村
に

　

こ
の
池
は
、
「
御
祭
神
の
神
功
皇
后
が

お
姿
を
映
し
見
ら
れ
た
池
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
海
神
社
は
明
治
の
末
に
本
住
吉
神
社

の
境
内
に
遷
し
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
明
治

政
府
が
小
さ
い
神
社
の
整
理
統
合
を
命
令

し
た
た
め
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
住
吉
村
の
各
所
に
、
た
く

さ
ん
の
お
宮
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
本
住
吉
神
社
境
内
に
統
合
さ

れ
ま
し
た
。
大
海
神
社
の
他
、
「
大
日
女

神
社
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
阪
急
有
馬
道

踏
切
南
の
「
庚
申
塚
」
近
く
に
あ
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
空
区
が
例
年
お
ま
つ
り
を

行
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
大
海
神
社
は
吉

田
区
が
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
元
々
ま

つ
っ
て
あ
っ
た
場
所
が
あ
る
区
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

明
治
政
府
の
整
理
命
令
以
前
は
、
日
本

全
国
各
村
々
の
あ
ち
こ
ち
に
小
さ
い
お
宮

が
あ
り
、
農
作
業
の
行
き
帰
り
に
お
百
姓

が
手
を
合
わ
せ
る
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
日
本
の
す
ば
ら
し
い
風
景
で

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
獺
川
、
と
い
う
名
前
の
水
路
が

出
て
き
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
、
当
時
の

住
吉
祭
を
考
え
る
上
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
住
吉
村
の
中
に
は
い
く
つ
も
水
路
が

流
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
ら
は

元
々
、
水
田
の
灌
漑
用
の
水
路
で
し
た
。

住吉川下流明治橋より魚崎駅　大正末頃（1910年頃）

本
住
吉
神
社
全
図
　
明
治
38
年
頃（
1
9
0
5
年
）

う
そ
が
わ

う
そ
が
わ

呉田浜に面した鳥居（馬場先道の終点、浜より北を望む）
右側の酒蔵の場所が現在の御旅所　昭和13年（1938年）

夕日が長峰山に落ちる

住吉村絵図天明八年（１７８８年）江戸中期

旧御旅所　呉田会館南にあった　1ページと比べてみて下さい。　大正末頃（1910年頃）

う
そ
が
わ

お
お
ひ
る  

め

  
な 
ご
し

お  

た
び
す
じ
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変
参
考
に
な
っ
た
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

る
と
と
も
に
灘
の
お
酒
が
全
国
区
に
な
っ

て
行
く
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
大

稼
働
に
よ
る
大
量
生
産
が
可
能
に
な
っ
た

事
か
ら
、
全
国
か
ら
注
文
が
入
り
大
坂
よ

り
江
戸
（
樽
廻
船
）
及
び
日
本
全
国
に
運

ば
れ
た
。

＝  『
灘
五
郷
』
は
日
本
一
の
酒
ど
こ
ろ
と

な
っ
た
。

　

明
治
末
か
ら
大
正
中
期
の
全
盛
期
に
は

88
輌
の
水
車
小
屋
が
並
ん
で
い
た
。（
住
吉

村
誌
よ
り
）

Ⅱ
．
水
車
小
屋
跡
を
訪
ね
て 

　

先
生
方
と
水
車
跡
地
を
訪
問
し
た
の
は

小
峰
堰
堤
附
近
の
旧
本
山
村
・
五
輌
場
及

び
旧
住
吉
村
・
八
輌
場
で
、
先
生
方
（
吉

森
教
頭
先
生
含
め
て
８
名
）
及
び
資
料
館

（
３
名
）
で
８
月
３
日
午
前
９
時
よ
り
暑
い

日
差
し
の
中
、
水
車
小
屋
跡
の
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

五
助
ダ
ム
下
流
に
あ
る
水
路
を
た
ど
り

な
が
ら
五
輌
場
の
水
車
小
屋
跡
地
附
近
を

見
て
、
水
車
溝
・
ひ
き
う
す
等
が
ま
だ
残
っ

て
い
る
状
況
を
見
て
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
八
輌
場
内
・「
白
鶴
車
」
跡
地
が
原
型
を

残
し
て
お
り
ま
す
の
で
そ
こ
で
水
路
・
水

車
溝
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
と
っ
て
は
、
住
吉
川
流
域
に

大
規
模
な
水
車
工
業
が
展
開
し
発
展
し
て

い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
初
耳
で
、
驚
か
れ

　

8
月
3
日
の
見
学
会
は
渦
が
森
小
学
校

の
先
生
方
を
水
車
跡
地
に
お
連
れ
し
て
現

地
で
詳
細
な
説
明
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

水
車
工
業
は
近
代
の
住
吉
村
の
中
心
的

な
産
業
で
あ
り
、
現
在
で
は
1
台
も
稼
働

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
産
業
遺
産
と
も
い
う

べ
き
、
そ
の
跡
地
が
住
吉
川
の
西
谷
、
東

谷
の
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。
樹
木
、

雑
草
に
覆
わ
れ
て
消
滅
し
て
し
ま
う
前
に

何
と
か
保
存
の
手
立
て
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ⅰ
．
住
吉
村
・
水
車
小
屋
の
歴
史

　

江
戸
中
期
（
17
世
紀
初
め
）
に
小
規
模

な
水
車
が
動
き
始
め
、
菜
種
や
綿
種
の
油

を
絞
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。 

以
後
、
日
本
全
国
か
ら
大
坂
（
大
阪
）
へ

菜
種
等
が
集
め
ら
れ
て
、
住
吉
村
の
水
車

小
屋
で
菜
種
油
に
加
工
さ
れ
て
再
び
、
大

坂
よ
り
江
戸
（
菱
垣
廻
船
）
及
び
日
本
全

国
に
運
ば
れ
た
。

　

そ
の
後
、
水
車
の
活
用
方
法
と
し
て
油

加
工
か
ら
精
米
や
製
粉
に
も
利
用
さ
れ
、

特
に
酒
米
精
製
に
不
可
欠
と
な
っ
た
。

＝ 

水
車
の
前
は
人
力
で
精
米
し
て
お
り
、

時
間
が
か
か
り
・
精
製
の
質
が
悪
か
っ
た
。

　

酒
米
精
製
が
向
上
す
る
と
お
酒
の
透
明

度
が
良
く
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
水
車

住
吉
川
・
水
車
小
屋
跡
の
見
学
会

前
田
康
三

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員

昭和54年まで稼動していた小松崎氏の水車小屋　(火事で消失)
住吉村字焼ヶ原。住吉山手9丁目です。

水車小屋内の作業風景

灘目水車図よりの水車小屋模型
（住吉歴史資料館蔵）

江戸時代の灘目水車図

水車の流水路

放置された「引きうす（臼）」

うっかりすると見落とす水車跡地

水車のいわゆる“たきつぼ”
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に
も
知
ら
れ
て
参
詣
者
が
絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。一
説
で
は
、灘
目
の
寺

院
で
天
上
寺
と
無
関
係
の
も
の
は
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、す
ぐ
麓
の
村
（々
現
在

の
灘
区
域
）と
の
関
係
は
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
が
、兵
庫
津
や
現
在
の
東
灘
区
域
の

村
々
、丹
波
や
播
磨
ま
で
そ
の
信
者
が
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

■
住
吉
と
摩
耶
山

　
さ
て
、
住
吉
も
か
つ
て
は
摩
耶
山
忉
利

天
上
寺
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
点
を
『
住
吉
村
誌
』
の
記
述
の
中
に

求
め
て
い
る
と
、
九
九
〇
ペ
ー
ジ
で
次
の
よ

う
な
文
章
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
（
読
み
や
す

く
す
る
た
め
に
漢
字
や
か
な
づ
か
い
を
現
代

様
式
に
あ
ら
た
め
て
い
ま
す
）。

　
　
福
　
徳
　
講

　
摩
耶
山
観
世
音
を
信
仰
し
、
こ
れ
に

参
拝
す
る
講
社
で
あ
る
。
最
初
は
茶
屋

区
の
國
本
太
介
氏
が
講
元
と
な
っ
て
万
事

世
話
を
し
て
い
た
が
、
没
後
同
富
太
郎

氏
が
こ
れ
を
亨
け
後
中
島
竹
蔵
氏
が
講

元
で
あ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
講
員
が
摩
耶
山
に
講
詣
り

を
始
め
た
の
は
明
治
二
十
年
か
ら
で
あ

る
が
、
講
そ
の
も
の
は
も
う
少
し
以
前

　
前
号
の
資
料
館
だ
よ
り
で
も
触
れ
ま
し

た
が
、住
吉
の
西
山
上
部
に
も「
天
狗
岩
」が

あ
る
よ
う
に
、六
甲
山
中
に
は
い
く
つ
か
の

「
天
狗
岩
」が
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

「
天
狗
岩
」の
存
在
そ
の
も
の
が
山
岳
信
仰

の
場
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
あ
ま
り
あ
り
ま

す
。

　
摩
耶
山
頂
に
あ
る「
天
狗
岩
」は
か
つ
て
は

「
行
者
石
」と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
く
、今
日

で
も
な
お
修
験
者
に
よ
る
信
仰
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、こ
の
摩
耶
山
の
天
狗
岩
の
近

く
に
は
、か
つ
て
忉
利
天
上
寺（
古
義
真
言

宗
）の
伽
藍（
寺
の
建
物
）が
あ
り
ま
し
た
。

　
天
上
寺
は
、大
化
二
年（
六
四
六
）に
か
の

法
道
仙
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、

古
く
か
ら
本
尊
の
十
一
面
観
音
像
と
釈
迦
の

母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
像
と
を
安
置
す
る
霊

験
あ
ら
た
か
な
仏
教
聖
地
と
し
て
、全
国
的

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。境
内
か

ら
は
、今
か
ら
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
前
の
弥

生
時
代
の
土
器
や
石
器
に
加
え
、儀
式
に
使

用
さ
れ
た
銅
戈
と
呼
ば
れ
る
武
器
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
出
土
遺
物
は
、住
吉
の
近
く
で

も
発
掘
さ
れ
て
お
り
、昭
和
三
九
年（
一
九
六

四
）に
は
桜
ヶ
丘
遺
跡（
灘
区
）か
ら
一
四
個

の
銅
鐸
と
七
本
の
銅
戈
が
発
掘（
現
在
は
神

戸
市
立
博
物
館
に
収
蔵
）さ
れ
、住
吉
で
も

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）に
、渦
ヶ
森
遺
跡
で
一

個
の
銅
鐸
が
発
見（
現
在
は
東
京
国
立
博
物

館
に
収
蔵
）さ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
山
中

で
の
発
見
で
あ
り
、当
時
の
人
々
が
六
甲
山

を
儀
礼
の
場
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
あ

き
ら
か
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
灘
区
に
位
置
す
る
摩
耶
山
の
頂
上（
海
抜

七
〇
二
メ
ー
ト
ル
）に
も
い
く
つ
も
の
巨
石

群
が
あ
り
、そ
の
内
の
一
群
は
、現
在「
天
狗

岩
」と
呼
ば
れ
、岩
そ
の
も
の
が「
石
丸
猿
田

彦
大
神
」と
い
う
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
六
甲
山
系

　
住
吉
の
北
に
ひ
ろ
が
る
六
甲
の
や
ま
な

み
は
、古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
で
も
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は
、巨
大
な
岩
石
を
神
体
と
す

る
神
社
が
、六
甲
山
中
に
多
く
鎮
座
し
て
い

る
こ
と
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
吉
か
ら
も
ほ
ど
近
い
、本
山
の
金
鳥
山

の
山
腹
に
鎮
座
し
て
い
る
保
久
良
神
社
の
境

内
に
も
、多
く
の
巨
石
が
あ
り
、そ
れ
ら
を

神
の
降
臨
す
る
磐
座
と
と
ら
え
、古
く
か
ら

承
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　
ま
た
旧
伽
藍
か
ら
寺
が
移
転
し
た
こ
と

の
影
響
は
周
辺
部
に
も
お
よ
び
、
摩
耶
ケ
ー

ブ
ル
駅
か
ら
伽
藍
の
あ
い
だ
に
あ
っ
た
茶
屋

な
ど
の
諸
店
舗
も
こ
と
ご
と
く
廃
業
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

裏
）・
鐘
楼
・
権
現
社
な
ど
が
再
建
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
旧
伽
藍
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
と
い
う
と
、
天
上
寺
と
神
戸
市
と
の
協

議
に
よ
り
、
天
上
寺
が
所
有
し
て
い
た
旧
伽

藍
の
地
と
神
戸
市
が
所
有
し
て
い
た
元
摩

耶
の
地
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
旧
伽
藍
は
摩
耶
山
史
跡
公

園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
治
体
の
所
有
に
な
っ
た
こ
と
で
、

旧
伽
藍
周
辺
に
あ
っ
た
宗
教
的
な
施
設
や
設

備
の
ほ
と
ん
ど
が
撤
去
の
憂
き
目
に
遭
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
火

災
を
免
れ
た
鎮
守
堂
や
旧
伽
藍
背
後
の
山

中
に
あ
っ
た
奥
の
院
、
さ
ら
に
四
国
八
十

八
ヶ
所
石
祠
が
撤
去
さ
れ
、
天
上
寺
に
あ
っ

た
三
坊
の
塔
頭
の
う
ち
類
焼
を
免
れ
た
王

蔵
院
と
蓮
花
院
も
廃
院
さ
れ
ま
し
た
（
名

義
だ
け
は
天
上
寺
の
住
僧
が
そ
れ
ぞ
れ
継

今
か
ら
三
六
年
前
の
昭
和
五
一
年
（
一
九
七

六
）
一
月
三
〇
日
に
本
堂
を
は
じ
め
と
す
る

ほ
と
ん
ど
の
堂
塔
伽
藍
が
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
摩
耶
山
は
、
過
去
に
も
た
び

た
び
火
災
に
み
ま
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

び
に
、
古
く
か
ら
の
建
物
が
焼
失
し
て
い
ま

す
が
、昭
和
五
一
年
の
火
災
は
、ま
さ
に
「
大

火
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
本
尊
の
十
一

面
観
音
像
と
、
弘
法
大
師
が
唐
よ
り
持
ち

帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
摩
耶
夫
人
像
も

焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
関
係
者
の

シ
ョ
ッ
ク
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
復
興
に
向
け

て
動
き
だ
し
、
檀
徒
や
協
賛
企
業
な
ど
の

多
大
な
協
力
を
得
て
、
現
在
は
旧
伽
藍
か

ら
お
よ
そ
九
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
に
位
置

す
る
場
所
（「
元
摩
耶
」
と
呼
ば
れ
る
地
）

に
金
堂
（
本
堂
）・
摩
耶
夫
人
堂
・
中
院
（
庫

か
ら
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
起

原
は
摩
耶
山
の
住
職
が
御
影
町
の
河
東

家
を
度
々
訪
れ
ら
れ
る
の
で
同
家
を
通

じ
て
心
安
く
な
り
、
同
師
よ
り
住
吉
方

面
に
お
い
て
講
を
結
ん
で
ほ
し
い
と
の
内

意
を
受
け
て
、
前
記
國
本
太
介
氏
が
横

田
延
次
郎
氏
ら
と
協
議
し
て
組
織
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
講
員
は
山
田
、
空
、
西
、

茶
屋
、
吉
田
の
方
々
に
お
よ
び
、
盛
時

に
は
百
数
十
名
も
あ
り
頼
母
子
な
ど
も

設
け
ら
れ
盛
ん
に
講
を
た
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
毎
春
う
ち
揃
っ
て
摩
耶
山
へ
参

詣
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
講
員
の
寄

附
に
よ
っ
て
立
派
な
玉
垣
が
建
っ
て
い
る
。

な
お
同
講
に
は
当
時
の
摩
耶
山
住
持
か

ら
贈
ら
れ
た
観
世
音
の
像
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
な
か
な
か
立
派
な
作
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
戦
時
中
に
完
成
し
て
い
た
原
稿
で

す
か
ら
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
も
戦
前
の

状
況
が
書
か
れ
て
い
る
と
み
て
い
い
で
し
ょ

う
。
戦
後
、
こ
の
福
徳
講
は
ど
う
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
　
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
摩

耶
山
住
持
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
観
音
像

は
、
い
ま
で
も
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
も
し
、
ご
ぞ
ん
じ
の
方
が
お

ら
れ
た
ら
資
料
館
ま
で
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
吉
村
に
摩
耶
山
天

上
寺
を
信
仰
す
る
多
く
の
人
が
い
た
こ
と

は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■
摩
耶
山
中
に
残
る
福
徳
講
の
石
碑

　
と
こ
ろ
で
、
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
は
、

住
吉
歴
史
資
料
館
の
座
敷
に
つ
い
て

《『
住
吉
村
誌
』を
読
む
》   

住 

吉 

村 

と 

摩 

耶 

山

神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
住
吉
歴
史
資
料
館
専
門
委
員
　
木
村
　
修
二

摩耶山頂の天狗岩

焼失前の摩耶山天上寺（戦前絵葉書）

ま
　
　
　
　 

や
　
　 

　  

さ
ん

移転再建された摩耶山天上寺

保久良神社

神生岩（保久良神社境内の磐座）

渦が森出土銅鐸（『兵庫縣
史蹟名勝天然記念物調査
報告』第11輯より）

摩耶山史跡公園朽ち果てつつある摩耶山内の商店跡（摩耶花壇）
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し
ょ
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ぞ
う
い
ん
　
　  

れ
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い
ん
　     

は
い
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

じ
ゅ
う
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

け
い

し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

は
い
ぎ
ょ
う

せ
き  

ひ



11 10

『
神
戸
の
道
標
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

な
文
面
が
読
み
取
れ
た
そ
う
で
す
（
同

書
）
。

　
　
右
　
　
世
話
人
　
茶
や[

　
　]

　
　
正  

　
（
種
子
）
す
ぐ
妙
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　  
左
ま
や
さ
ん
道

　
　
右
　
　
西
ノ
宮
道

　
右
へ
西
ノ
宮
、
左
へ
摩
耶
山
と
い
う
こ

と
は
、
西
国
街
道
を
東
か
ら
で
は
な
く
西

か
ら
歩
い
て
き
た
人
へ
向
け
た
道
標
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
左
へ
折
れ
て

山
の
方
へ
向
か
う
と
、
摩
耶
山
方
面
と
北

の
妙
見
宮
の
方
へ
向
か
う
道
に
な
る
と
い

う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
摩
耶
山
へ
の
道
の
分
岐
点
と
し
て
は
、

白
石
三
次
の
旅
日
記
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
藤
木
喜
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
に
京
都
の
う
水
と
い
う
俳

人
（
俳
句
読
み
）
が
摩
耶
山
に
登
山
し
た

き
っ
か
け
が
住
吉
の
旅
宿
（
水
茶
屋
？
）

に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す

（
「
昔
の
旅
行
者
が
見
た
摩
耶
山
」
（
『
神

戸
史
談
』
二
一
五
、
一
九
五
九
年
）
）
。
当

時
、
住
吉
村
が
摩
耶
山
登
山
の
出
発
点
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
住
吉
村
と
摩
耶
山
と

の
関
係
は
、
村
人
に
よ
る
信
仰
を
中
心

に
、
灘
目
と
い
う
同
じ
地
域
内
に
あ
る
寺

院
社
会
に
お
け
る
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
は

外
か
ら
や
っ
て
く
る
旅
人
を
住
吉
の
水
茶

屋
が
摩
耶
山
へ
勧
誘
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
じ
つ
に
多
方
面
に
わ
た
る
も
の
だ
っ

た
の
で
し
た
。

次
と
い
う
人
が
書
い
た
日
記
に
次
の
よ
う

な
記
事
が
あ
り
ま
す
（
『
西
国
道
中
記
』
天

明
三
年
四
月
条
（
『
大
越
町
史
』
）
）
。

　
（
前
略
）

　
一
住
吉
江
弐
里
、
泊
屋
在
之
、
イ
バ
ラ

廿
六
日
泊
、
覚
大
夫
、
木
銭
三
十
弐

文
、
米
百
拾
文
、
此
町
中
ニ
住
吉
大

神
宮
四
社
在
之
、
御
庭
之
内
ニ
さ
ゝ

れ
石
ト
云
在
之
也
、
此
町
出
口
ゟ
右

江
よ
け
る
細
道
な
り
、
ま
や
山
江
直

道

　
（
後
略
）

　
白
石
三
次
の
い
う
「
此
町
出
口
」
と

は
、
本
住
吉
神
社
鳥
居
前
を
通
っ
て
い
た

西
国
街
道
を
西
に
と
り
、
し
ば
ら
く
続
い

た
住
吉
の
町
並
み
が
尽
き
る
あ
た
り
を
さ

し
ま
す
。
そ
こ
は
御
影
村
と
の
村
境
の
近

く
で
す
が
、
現
在
の
国
道
２
号
線
御
影
中

町
交
差
点
よ
り
一
本
南
に
あ
る
細
い
道
が

旧
西
国
街
道
で
す
。
か
つ
て
こ
の
あ
た
り

に
は
、
石
の
道
標
が
立
っ
て
い
た
ら
し
く

（
山
下
道
雄
・
沢
田
幸
男
・
永
瀬
巌
共
著

『
神
戸
の
道
標
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン

タ
ー
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
一
頁
）
、
そ

れ
が
後
に
西
地
区
会
館
の
前
に
移
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後
、
会

館
を
改
築
し
た
際
に
撤
去
さ
れ
て
し
ま

い
、
現
在
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す

（
荒
木
勉
氏
Ｈ
Ｐ
「
神
戸
の
道
し
る
べ
を

訪
ね
歩
く
」
）
。
も
し
道
標
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
大
変
残
念
で
す
。

こ
れ
も
何
か
ご
ぞ
ん
じ
の
方
が
お
ら
れ
た

ら
、
資
料
館
ま
で
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

ま
す
の
で
王
蔵
院
と
同
じ
く
天
上
寺
の
塔

頭
の
一
つ
で
あ
る
大
乗
院
の
孝
運
と
い
う

僧
に
寺
役
の
兼
帯
（
兼
任
）
を
依
頼
し
た

い
と
述
べ
て
い
ま
す
）
。
こ
の
措
置
は
、

正
式
な
後
住
が
決
定
す
る
ま
で
の
暫
定
措

置
と
し
て
だ
っ
た
よ
う
で
、
大
乗
院
が
提

出
し
た
書
付
に
も
そ
の
趣
旨
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
早
く
も
翌
天
明
八
年

六
月
に
は
、
も
と
兵
庫
七
宮
の
神
宮
寺
の

弟
子
だ
っ
た
弁
教
と
い
う
若
い
僧
（
二
六

歳
）
が
後
住
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
と
住
吉
村
と
は

「
因
縁
」
で
結
ば
れ
て
い
る
ん
だ
と
の
認

識
は
、
双
方
の
書
付
に
み
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
ど
の
よ
う
な
「
因
縁
」
が
あ
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
摩
耶
山
と
住
吉

と
の
か
ん
た
ん
に
は
切
れ
る
こ
と
の
な
い

深
い
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。

■
巡
礼
と
住
吉 

　
江
戸
時
代
に
灘
目
を
通
行
し
た
人
の
旅

日
記
を
読
ん
で
い
る
と
、
寄
り
道
を
し
て

摩
耶
山
へ
登
山
し
て
い
る
記
事
を
ま
れ
に

目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
西

国
三
十
三
ヶ
所
札
所
を
巡
っ
て
い
る
巡
礼

者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
彼
ら

が
西
国
街
道
を
は
ず
れ
て
摩
耶
山
方
面
へ

向
か
う
道
を
た
ど
り
は
じ
め
る
の
が
住
吉

村
か
ら
だ
っ
た
ケ
ー
ス
が
意
外
に
多
か
っ

た
の
で
す
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
四

月
に
陸
奥
国
田
村
郡
上
大
越
村
（
現
福
島

県
田
村
市
）
か
ら
西
国
三
十
三
ヶ
所
巡
礼

の
た
め
に
は
る
ば
る
旅
し
て
き
た
白
石
三

い
は
神
宮
寺
が
天
明
四
年
に
火
災
で
焼
け

て
し
ま
っ
た
こ
と
と
何
か
関
係
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
住
職
源
照
の
時
代
も

き
わ
め
て
短
期
間
に
終
わ
り
ま
す
。
翌
天

明
七
年
八
月
、
住
吉
村
は
神
宮
寺
住
職
源

照
が
「
狂
病
」
の
た
め
住
職
を
交
替
さ
せ

た
い
と
の
願
書
を
、
領
主
で
あ
る
幕
府
の

大
坂
代
官
、
寺
社
関
係
を
管
轄
す
る
大
坂

町
奉
行
所
、
本
山
の
高
野
山
庫
蔵
院
に
提

出
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
誰
と
交
替
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
か

と
い
う
と
、
八
月
二
二
日
付
で
出
さ
れ
て

い
る
庫
蔵
院
あ
て
宛
の
書
付
に
よ
れ
ば
、

住
吉
村
役
人
は
ま
ず
「
先
住
玉
蔵
院
」
に

「
御
公
用
寺
役
」
を
た
の
み
た
い
と
考
え

て
い
た
が
、
六
月
に
惜
し
く
も
死
去
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
「
因
縁
之
地
」
で
あ
り

祀
っ
た
鎮
守
社
が
置
か
れ
る
こ
と
は
、
な

ん
ら
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
本
住
吉
神
社
は
、
中
世
以
来
神
主
を
つ

と
め
て
お
ら
れ
る
横
田
家
（
現
在
は
宮

司
）
が
あ
る
一
方
で
、
宮
守
寺
と
も
呼
ば

れ
た
神
宮
寺
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
や

や
め
ず
ら
し
い
運
営
形
態
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
神
宮
寺
に
つ
い
て
は
、
古
く

は
『
住
吉
村
誌
』
に
記
載
が
あ
り
、
ま
た

本
住
吉
神
社
宮
司
横
田
正
紀
先
生
も
そ
の

著
書
で
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
（
『
本
住
吉

神
社
誌
』
（
昭
和
四
七
年
）
、
『
本
住
吉

神
社
詳
誌
』
（
平
成
二
二
年
）
）
か
ら
、

く
わ
し
く
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し

ま
し
て
、
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
の
天
明
年

間
に
神
宮
寺
住
職
の
交
替
に
摩
耶
山
天
上

寺
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
概
観

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
一
二

月
、
神
宮
寺
の
住
僧
だ
っ
た
慈
源
と
い
う

僧
が
、
摩
耶
山
に
入
院
（
住
職
と
し
て
寺

に
入
る
こ
と
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め

後
住
（
後
継
の
住
職
）
に
弟
子
の
源
信
と

い
う
僧
を
あ
て
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
も
本
住
吉
神
社

神
宮
寺
も
と
も
に
高
野
山
真
言
宗
の
末
寺

で
し
た
。
慈
源
の
摩
耶
山
入
院
も
そ
う
し

た
ゆ
か
り
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

後
、
天
明
六
年
八
月
に
、
神
宮
寺
住
職

は
、
源
照
と
い
う
僧
に
交
替
し
て
い
ま

す
。
源
信
と
源
照
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら

ず
、
比
較
的
短
期
間
で
源
信
が
神
宮
寺
住

職
を
辞
し
た
事
情
も
不
明
で
す
が
、
あ
る

と
と
、
住
吉
も
神
戸
大
空
襲
に
よ
っ
て
多

く
の
史
料
が
焼
失
し
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
住
吉
と
摩
耶
山

と
が
か
な
り
深
く
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
わ
ず
か
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
住
吉
神
社
の
境
内
の
中
で
、
現
在
の

だ
ん
じ
り
保
管
庫
北
半
分
あ
た
り
は
、
か

つ
て
神
宮
寺
と
い
う
寺
が
建
っ
て
い
ま
し

た
。
神
宮
寺
と
い
う
の
は
、
明
治
維
新
ま

で
の
神
仏
習
合
思
想
の
も
と
、
神
社
に
付

属
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
寺
院
の
こ
と
で

す
。
現
代
で
は
、
神
社
と
寺
と
が
一
体
に

な
っ
て
い
る
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら

難
し
い
で
し
ょ
う
が
、
江
戸
時
代
ま
で

は
、
神
社
の
実
質
的
な
運
営
を
神
宮
寺
や

宮
寺
（
宮
守
）
と
呼
ば
れ
る
寺
院
の
僧
侶

が
行
っ
た
り
、
逆
に
寺
院
の
中
に
神
祇
を

た
人
物
も
判
明
し
ま
す
。

　
何
か
特
定
の
目
的
が
あ
っ
て
寄
進
が
な

さ
れ
た
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
の

あ
た
り
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
廃
仏

毀
釈
（
明
治
維
新
後
の
仏
教
排
斥
運
動
）

の
危
機
な
ど
を
む
か
え
、
仏
教
寺
院
に
と
っ

て
た
い
へ
ん
苦
し
い
時
代
だ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
明
治
時
代
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

福
徳
講
の
よ
う
な
麓
の
信
者
か
ら
の
寄
進

が
天
上
寺
の
維
持
・
運
営
に
大
き
く
寄
与

し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
住
吉
に
は
、
福
徳
講

の
ほ
か
に
「
太
栄
講
」
と
い
う
講
も
存
在

し
た
こ
と
が
『
住
吉
村
誌
』
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
摩
耶
山
天
上
寺
と

一
王
山
十
善
寺
（
灘
区
）
と
を
信
仰
す
る

講
で
し
た
。

■
江
戸
時
代
に
お
け
る
摩
耶
山
と
住
吉

　
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
江
戸
時
代
に

摩
耶
山
と
住
吉
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
た
だ
し
、
摩

耶
山
に
も
住
吉
に
も
こ
の
こ
と
を
解
く
た

め
の
材
料
と
な
る
史
料
が
あ
ま
り
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
摩
耶
山
天
上
寺
が
火
災
で
焼
失
し
た
こ

　
し
か
し
、
旧
伽
藍
周
辺
か
ら
何
も
な
く

な
っ
た
の
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
く
、
現
在
で
も
仁
王
門
の
建
物
が
残

存
（
仁
王
像
は
移
転
）
し
、
仁
王
門
か
ら

旧
伽
藍
ま
で
の 

延
び
る
二
〇
〇
段
ほ
ど
の

石
段
や
そ
の
脇
の
石
垣
は
そ
の
ま
ま
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
段
脇
に
は
、

寄
進
者
の
名
を
刻
ん
だ
玉
垣
も
そ
の
大
部

分
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
寄
進
者
の
名
を
刻
ん
だ
石
造
遺
物

の
な
か
に
、
住
吉
の
福
徳
講
の
石
碑
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
碑
は
、「
摩
耶
山
住
吉
保
存
講
」

と
銘
打
た
れ
、
発
起
人
で
金
九
六
円
を
寄

進
し
て
お
ら
れ
る
國
本
太
助
さ
ん
以
下
九

五
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
寄
進

金
額
は
合
計
で
一
二
〇
〇
円
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
末
尾
に
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
九
月
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
碑
の
横
面
に
は
、

「
石
工
中
島
榮
七
㊞
」
と
刻
ま
れ
、
製
作
し

じ
ゅ
ん
れ
い

天明7年高野山庫蔵院宛の書付写し（合成写真。本住吉神社文書）

石碑横側の銘文

本住吉神社の神宮寺（矢印。「摂津名所図会」より）

福徳講石碑
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